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堀

証

保、

蔵

経
済
生
活
の
毅
遺

児
瓦
そ
経
済
生
活
と
は
、
人
類
が
生
白
線
存
及
び
繁
撲
の
た
め
に
、
外
界
自
然
に
働
き
か
H
U

て
己
れ
を
利
用
し
及
び
相
互
忙
相
交
る

と
と
る
の
生
前
部
商
で
あ
る
。
而
心
で
壬
れ
は
如
何
た
る
時
如
何
訟
る
所
に
も
受
営
ず
る
事
柄
で
あ
る
が
、
併
し
か
や
ろ
に
考
へ
ら

れ
た
経
済
生
活
は
、
具
閥
的
た
人
間
生
活
か
ら
抽
象
し
た
概
念
で
あ
っ
て
、
現
寅
に
於
て
は
図
家
或
は
民
族
に
制
約
せ
ら
れ
つ
つ
、

他
の
生
活
部
商
と
の
相
互
制
約
・
相
互
依
存
の
閥
係
に
於
て
、
副
型
選
・
護
達
し
来
り
、
ま
た
帰
来
に
向
つ
で
も
繭
問
題
・
褒
達
し
行
〈
も

の
で
あ
る
D

換
言
す
れ
ば
具
鵠
的
危
経
済
生
活
一
は
歴
史
的
事
賞
で
あ
る
。
歴
史
的
事
寅
で
あ
る
以
上
、
先
づ
粧
憐
生
活
に
於
貯
る
園

、民 l



、

家
或
は
民
族
自
役
割
は
-
大
昔
い
。
作
田
博
士
は
、
園
民
経
済
は
『
園
民
圃
樟
に
成
立
す
る
繍
鰻
糎
碑
円
で
あ
り
、
圃
民
生
活
E
範
囲
と

す
る
交
通
経
済
を
統
一
慢
と
し
て
の
圃
慢
の
立
揚
か
ら
見
た
も
白
で
あ
岳
と
定
義
し
、
進
ん
で
経
済
生
活
は
原
始
白
園
民
経
済
か

ら
近
代
的
園
民
経
桝
に
至
る
ま
で
、
園
民
経
済
と
し
て
稜
建

L
て
来
た
と
論
じ
、
更
民
園
民
経
済
に
於
け
る
岡
家
の
役
割
を
決
定
的

に
重
要
腕
し
て
『
国
民
経
済
の
流
に
立
つ
で
終
始
を
一
貫
せ
る
基
調
と
怒
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
民
族
主
地
盤
と
せ
る
悲
本
尚
共
同
組

織
即
ち
圃
家
に
外
た
ら
左
中
。
国
民
経
済
忙
於
け
る
闘
家
白
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ
て
、
己
れ
を
無
腕
せ
る
闘
民
経
済
論
は
鮎

晴
を
忘
れ
た
龍
D
聾
と
揮
ぷ
所
が
た
い
凶
左
せ
ら
れ
る
。

経
済
生
活
は
己
の
園
民
暦
韓
友
る
共
同
組
織
を
地
躍
と
し
て
殻
建
L
来
っ
た
。
そ
D
内
容
は
先
づ
自
給
自
足
経
済
よ
り
交
換
経
済

を
艇
で
流
通
経
済
へ
護
法
ぜ
る
と
と
で
あ
る
。
古
へ
に
於
て
は
、
図
民
蘭
糟
を
構
成
す
る
各
個
別
経
済
は
天
々
概
ね
自
給
自
足
の
生

活
を
替
ん
で
ぬ
た
が
、
個
別
経
済
聞
の
能
力
の
相
違
、
同
然
的
建
境
の
相
還
、
或
は
不
時
の
事
情
に
基
て
貸
借
宏

E
E契
機
と
し

て
、
攻
第
に
財
貨
の
安
換
が
始
っ
た
。
而
も
そ
白
交
換
は
使
宜
上
白
も
の
で
あ
?
た
が
、
か
か
る
交
換
が
果
る
に
つ
れ
て
そ
れ
は
失

第
に
必
要
交
換
に
鎚
ヒ
、
個
別
経
済
の
自
給
自
足
性
は
次
第
に
央
は
れ
た
。
己
れ
分
裁
の
稜
遼
と
表
裏
す
み
事
柄
で
あ
っ
℃
、
や
が

‘
て
個
別
経
済
は
自
己
の
生
吉
伸
物
の
一
部
を
消
費
す
る
に
過
ぎ
た
い
と
ど
と
な
り
、
更
に
自
己
の
生
産
物
を
直
接
消
費
せ
ざ
る
個
別
経

済
や
生
産
に
直
接
た
づ
さ
は
ら
す
石
個
別
経
済
も
生
宇
る
に
至
っ
た
。
か
か
る
赦
態
に
立
至
れ
ば
、
財
貨
D
交
換
は
流
通
に
輪
出
ヒ
ー

流
通
は
一
定
白
系
統
止
秩
序
と
を
持
ち
、
人
止
は
か
か
る
流
通
白
闘
係
に
入
り
込
む
己
と
に
よ
ワ
て
白
み
生
前
を
替
み
得
る
と
と
と

，
 

な
る
。
以
上
白
事
柄
は
所
謂
祉
合
的
経
済
の
成
立
・
褒
謹
を
意
味
し
h

祉
脅
皐
者
の
用
語
に
従
へ
ば
、
個
別
経
済
の
澗
互
助
力
の
関

係
及
び
そ
の
範
閣
の
棋
大
を
意
味
す
る
。
而
レ
で
か
か
る
品
川
態
が
岡
氏
圏
惜
の
全
範
閣
に
ま
で
誠
大
す
る
と
き
‘
そ
れ
は
近
代
的
図

r
民
経
済
成
立
白
章
一
安
在
要
件
と
在
る
白
で
あ
る
。

経
掛
生
括
的
被
誌
と
輝
揖
政
策

第
五
十
四
巻

tuy 

/
第
五
抗

ヲ主

四
七

l
lム
日

ド
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意
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五

停
五
、
市
困
巻

第
五
競

極
群
生
E

活
の
稜
選
足
植
済
攻
策

-
次
は
己
れ
と
密
接
友
閥
係
に
於
戸
生
じ
ゅ
仏
個
別
経
済
そ
の
も
D
の
一
種
化
で
あ
る
。
上
伐
に
於
て
多
く
の
民
族
は
家
族
或
は
氏
腕
共

明
閣
煙
に
於
て
生
活

ι、
と
れ
を
典
型
的
社
形
態
に
於
て
見
る
恨
り
、
図
民
圃
纏
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
個
別
経
済
を
構
成
し
、
そ
の

構
成
員
は
未
だ
濁
立
の
経
済
生
活
を
健
ま
守
、
族
長
の
統
率
の
下
に
共
働
に
よ
っ
て
共
同
園
謹
白
維
持
・
殻
展
に
身
主
捧
げ
た
。
己

の
血
縁
的
共
同
樫
が
崩
壊
し
て
次
に
現
は
れ
た
も
の
ほ
村
落
共
同
韓
で
あ
る
。
己
れ
に
於
て
は
血
縁
園
憶
を
構
成

Lτ
ゐ
た
各
家
族

が
凋
立
の
一
経
怖
を
替
み
、
同
時
陀
共
等
は
血
縁
的
紐
帯
に
よ
る
名
残
り
を
留
め
つ
つ
地
縁
的
共
同
閣
慢
を
構
喰
す
る
。
そ
の
濁
立
の

，
経
油
仰
と
は
む
己
で
は
自
給
自
足
の
生
府
主
意
味

ι、
維
ゲ
で
各
家
族
U
相
互
助
力
の
範
聞
は
極
め
て
狭
小
で
あ
っ
た
。
勿
論
助
力
は

生
活
の
、
各
方
面
陀
瓦
つ

τ庚
〈
行
は
紅
、
経
済
生
活
花
就
ぞ
見
る
も
、
共
同
し
て
土
地
を
耕
じ
家
を
建
て
、
或
は
不
時
の
入
用
に
際

し
て
食
物
・
種
子
・
器
具
・
奴
隷
た

E
を
相
互
に
貸
借
す
る
が
如
き
効
力
四
閥
係
は
、
密
接
に
結
ぼ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
無
〈

し
て
は
各
家
族

ρ凋
立
は
不
可
能
た
欣
態
に
あ
っ
た
。
併
し
半
面
に
於
て
各
家
族
聞
に
未
だ
J

分
業
が
費
達
し
て
ゐ
た
か
っ
た
か
ら
、

寅
買
・
交
換
を
通
じ
て
の
助
力
関
而
怖
が
成
立
す
る
畿
地
乏
し

f
、
モ
白
範
聞
は
、
分
業
費
建
後
白
紙
態
と
比
較
す
れ
ば
‘
頗
る
狭
小

で
あ
っ
た
q

併
し
村
落
宍
同
樟
の
成
立
並
K
家
族
同
叫
一
程
例
的
猟
立
に
於
て
品
同
意
す
ベ
曹
は
、
国
民
闘
潤
よ
り
r

見
之
、
村
落
は
そ
れ
を

構
成
す
る
個
別
経
済
た
る
と
と
色
止
め
て
行
政
上
の
一
恩
位

E
た
り
、
家
族
が
圃
民
圏
鯉
を
構
成
す
百
個
別
経
済
と
じ
て
立
現
は
れ

た
乙
と
で
あ
る
?
個
別
経
済
と
し
て
の
家
族
経
済
は
、
更
に
大
家
族
止
り
小
川
家
族
へ
分
解
し
、
更
に
園
民
圏
緯
白
構
成
車
位
は
個
人

で
あ
司
と
考
へ
ち
る
る
が
如
き
秋
蔵
に
さ
へ
怠
っ
た
。
而
し
て
と
の
分
解
白
温
程
同
於
て
個
別
経
済
聞
の
分
業
は
愈
々
費
建
し
、
同

時
に
吐
曾
的
経
済
が
一
羽
並
々
費
遣
し
た
己
と
は
上
漣
の
如
〈
で
あ
ち
。
近
代
に

λ
り
て
別
に
企
業
な
る
個
別
経
済
が
立
現
は
札
た
。
併

し
そ
れ
が
枇
曾
的
経
情
。
進
歩
に
憾
じ
て
生
れ
、
更
に
そ
の
進
歩
を
促
進
す
る
怯
質
白
も
白
で
あ
る
と
と
は
い
ふ
迄
も
た
い
。
、

最
後
に
述
ぶ
べ
き
は
経
済
と
政
治
と
の
一
樹
係
の
醐
型
化
で
あ
る
。
既
北
経
済
生
活
が
園
民
園
植
な
る
共
同
組
織
を
地
盤
と
じ
で
骨
量

回
y、

も4

' 

J仁、



• 
れ
て
ゐ
る
以
上
、
現
寅
白
兵
糧
的
攻
経
済
生
活
を
政
治
か
ら
分
離
し
て
考
へ
る
と
と
は

Y
無
怠
味
で
あ
り
不
可
能
で
あ
る
。
政
治
一
は

岡
氏
に
劃
す
る
園
家
白
紙
泊
。
関
係
で
あ
り
、
国
家
の
共
同
意
志
は
政
治
に
於
で
そ
D
具
韓
的
左
姿
を
現
は
す
。
而
し
で
諸
々
白
政

〆

治
活
動
に
必
妥
た
経
費
は
、
こ
れ
を
個
別
経
済
へ
白
賦
課
に
よ
っ
て
調
趨

L
、
そ
れ
を
以
て
外
敵
の
防
禦
や
圏
内
の
秩
序
維
持

ι賞

る
占
同
時
に
~
経
済
的
施
設
を
も
行
ふ
の
で
あ
っ
て
、
と
己
に
我
々
は
経
済
生
活
忙
於
け
る
政
治
的
部
面
を
見
る
の
で
あ
る
。
先
に

遁
・
へ
た
個
別
経
繍
相
互
間
の
助
力
の
閥
係
を
並
列
的
経
済
組
織
或
は
祉
曾
的
経
済
と
呼
ぶ
友
ら
成
、
7

政
治
的
一
夜
経
済
関
係
は
重
唐
的

或
は
公
的
経
済
組
織
で
あ
っ
て
、
雨
者
位
相
互
に
密
接
た
閥
係
に
あ
る
と
共
に
、
現
買
の
経
済
生
活
に
於
て
は
、
雨
者
そ
白

7
E扶

〈
を
得
な
い
の
で
あ
る
q

主

J

一
併
し
乍
ら
捕
者
。
聞
に
は
・
時
代
に
よ
っ
て
起
伏
・
消
長
が
あ
っ
売
ol

個
別
経
済
が
夫
々
自
給
自
足
白
生
活
を
笹
ん
で
ぬ
た
時
代

陀
は
、
政
治
的
経
済
関
係
が
強
く
前
国
民
立
現
は
れ
て
ゐ
売
の
に
勤
し
、
粧
品
間
的
経
済
の
褒
逮
に
伴
っ
て
モ
れ
は
次
一
第
一
に
背
景
に
退

毒
、
所
調
自
由
経
済
時
代
左
る
マ
時
代
も
現
出

ιた
。
ま
た
流
通
経
済
が
褒
建
せ
ざ
る
時
代
に
於
て
は
、
政
治
的
経
済
は
岡
民
的
規

模
に
於
E
現
は
れ
/
守
、
多
数
の
構
力
者
に
於
て
居
間
現

L
、
所
謂
分
槽
的
組
織
を
止
る
E
と
E
あ
う
た
。
夏
に
政
治
的
活
動
に
は
必
歩

構
カ
行
使
を
伶
ふ
が
故
紅
、
政
治
的
経
済
が
略
取
の
闘
係
を
派
生
し
J
E
白
関
係
が
著

L
〈
表
面
化
し
た
時
代
も
あ
る
が
、

Z
れ
ま

た
枇
合
的
経
済
の
噛
由
連
せ
ざ
る
時
代
に
著
じ
か
っ
た
。
更
に
政
治
活
動
に
於
け
る
経
済
的
施
設
面
重
要
性
の
度
合
も
、
己
れ
と
消
長

を
共
KJし
た

と

い

へ

ょ

う

。

一

、

か
や
ふ
う
に
政
治
的
経
済
と
杭
曾
的
経
済
と
の
開
の
消
長
を
吟
味
す
る
紅
ら
ば
、
た
と
ひ
作
田
博
士
D
如
丈
国
民
経
済
を
古
べ
か
ら

白
一
つ
の
流
れ
と
見
る
に
し
て
也
、
経
静
生
活
は
時
代
的
、
・
段
階
的
特
殊
性
主
帯
び

τ愛
遜
し
一
網
越
し
た
と
と
が
知
ら
れ
る
。
卸
ち

血
縁
園
憶
が
国
民
園
憶
の
構
成
車
位
で
あ
っ
た
上
古
に
於
て
は
、
そ
れ
は
自
給
自
足
。
生
活
を
替
み
、
μ

国
家
は
そ
白
買
納

ι基
い
て

経
噛
開
晶
括
支
盟
撞
占
拠
瞳
胴
肱
篇

第
五
嵐

f 回

先

第
五
干
幽
毎

t五
一
ニ
三

F
 

戸

l

M

l

d 
ーメ

下

[--"-/ 

も一



、1

、"

f〆

r行

喝事

、
ム

g 

白 9

、
担
桝
生
活
由
設
建
?
と
値
捕
監
策

五
二
回
、

第
五
揖

五
O 

岨
伊
豆
十
回
巻

主
と
七
軍
事
的
活
動
を
し
な
し
て
ゐ
た
闘
係
か
ら
、
経
憐
生
活
は
血
縁
関
樫
の
共
同
経
済
と
呼
ば
る
る
に
ふ
さ
は
し
い
組
織
を
と
っ
て

具
現
し
た
。
村
落
共
同
経
済
忙
就
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
例
へ
ぽ
古
代
日
ク
ル
マ

V
民
放
の
園
豆
師
、
詩
部
族
の
精
密
者
は
、
主
と
し

て
軍
事
的
統
帥
樺
者
と
し
て
村
薄
同
額
忙
臨
み
け
ど
れ
を
構
成
す
る
各
桐
別
摂
怖
に
針

L
3丙
棲
に
終
格
的
交
渉
を
持
た
在
か
っ
た
、

と
E
ろ
か
ら
、
そ
己
に
村
落
共
同
経
済
た
る
経
済
段
階
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
村
落
圃
躍
に
於
て
家
族
が
個
別
経
済
と
し
て
濁
立

ず
る
に
及
び
、
他
の
事
情
と
相
倹
っ
て
、
政
治
的
粧
済
関
係
が
図
孟
監
中
心
と
し
て
一
腹
全
固
民
間
樫
の
範
間
忙
ま
で
損
大
し
た
の

は
、
一
時
間
闘
に
於
で
見
ら
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
併
L
粧
脅
的
経
済
の
未
明
言
民
共
他
の
匂
情
の
故
に
、
そ
れ
は
や
が
て
主
伎
を
申
心

占
寸
る
も
の
に
八
労
相
府

L
、
国
民
解
油
開
は
主
侯
治
下
の
共
同
粧
併
と
「
し
で
A
J
玄
し
た
。
封
建
的
経
精
細
椴
が
帥
ゆ
り
そ
れ
で
あ
っ
て
、

E

d
'

一

れ
ま
た
主
要
請
闘
が
等
し
{
経
過
し
た
経
済
時
代
乃
五
経
済
段
階
で
あ
る
。
而
し
て
己
の
組
織
り
下
に
於
て
個
別
経
済
の
加
自
給
自
足

性
は
弐
第
に
失
は
れ
、
交
換
経
済
が
一
帯
思
議
七
て
、
そ
白
中
心
と
正
稿
す
べ
き
都
市
も
愛
生
し
た
。
と
の
都
市
は
、
西
欧
諸
聞
に
於
で

• 
は
封
建
領
主
よ
り
自
治
の
特
許
を
興
へ
ら
れ
、
自
由
都
市
在
し
て
政
治
的

k
t樹
立
し
、
毛
の
周
聞
の
農
村
と
結
合
し
て
と
と
に
都

市
経
醜
円
程
る
特
殊
在
共
同
鰹
桝
慢
が
成
立
し
た
が
、
我
園
児
於
て
ほ
都
布
M
H
封
建
的
政
治
・
経
済
組
織
の
う
ち
に
匂
掃
せ

ιれ
た
。

!
何
れ
に
し
て
も
封
建
的
組
織
の
下
に
於
て
は
、
王
侯
が
互
引
い
に
震
強
を
競
う
た
結
果
、
一
方
に
約
て
椿
カ
楓
係
に
来
J

ぐ
略
取
も
甚

L

か
つ
究
け
れ
左
も
、
他
方
に
共
同
経
済
的
施
設
白
見
る
べ
き
も
の
も
ゆ
た
か
ら
宇
、
士
た
こ
の
組
織
の
下
に
於
で
枇
脅
的
経
桝
が
相

営
に
進
歩
じ
た
る
を
以
で
、
王
侯
が
こ
切
れ
を
助
成
す
る
が
如
昔
制
度
主
設
凶
仏
政
策
を
行
っ
た
E
と
も
否
定
せ
ら
れ
な
い
。
か
〈
て
一
枇

品
開
的
柑
粧
品
抑
は
交
換
経
済
よ
り
掛
川
遁
艇
油
開
に
抽
出
み
、
そ
れ
は
闘
民
的
規
模
に
士
で
高
ま
っ
た
。
と
れ
を
決
定
的
た

ιの
と
し
た
の
が
、

封
建
諸
侯
に
分
離
委
任
せ
ら
れ
T
一
ゐ
た
統
治
権
を
中
央
に
集
中
寸
る
と
と
に
よ
っ
て
成
立
ぜ
あ
近
代
関
家
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
と

共
に
封
建
鰹
桝
は
近
代
的
国
民
経
済
民
高
ま
っ
た
。
而
し
て
近
代
岡
家
は
、
相
宜
に
富
強
を
品
開
ふ
た
め
に
銃
声
聞
民
的
官
の
有
賓
に

¥ 



努
め
1

封
建
的
諸
制
限
を
撤
麿
ず
る
冒
と
共
に
、
経
済
白
強
力
た
る
図
案
統
赫
を
行
っ
た
が
、
そ
白
下

K
於
け
る
吐
舎
的
経
済
白
進
展

は
、
や
が
て
己
申
統
制
を
極
桔
と
感
巴
、
か
く
て
政
治
的
経
済
は
一
時
背
景
に
退
い
て
、
英
園
に
そ
り
典
型
を
見
る
と
己
る
の
自
由

経
桝
へ
の
殻
展
を
見
た
の
で
あ
る
勺
併
し
今
日
そ
の
政
治
的
経
済
が
再
び
前
商
に
立
現
は
れ
、
高
度
園
防
図
家
の
建
設
に
向
っ
て
岡

氏
経
済
の
全
面
的
統
制
に
一
飛
出
し
て
来
た
と
と
忙
就
て
は
、

Z
-
E
K述
べ
る
9
ま
で
も
な
い
。

頁地傭集長国字情経新

近
代
国
家
の
政
府
代
と
苦
言
警
哩
ー
し
た
。
創
ち
歴
史
的
褒
蓮
田
過
程
に
於
て
、
経
済
組
織
醐
聞
も
政
策
主
埋
も
、
夫
々
そ
の
前
段
階
、
和
d

を

匂

癖

し

つ

つ

芸

捕

に

高

ま

苛

て

来

た

の

で

あ

る

。

、

、

，

糊

己
の
政
策
主
憶
に
於
て
表
明
せ
ら
る
る
共
同
意
志
白
活
動
の
一
部
で
あ
る
翼
政
策
協
、
軍
事
政
策
・
教
育
政
苧
宗
教
政
策
た
糊

ど
と
昔
、
政
策
一
般
D
部
品
十
字
。
両
し
五
長
官
、
河
同
博
士
陀
空
間
岡
家
的
意
志
に
従
っ
て
一
般
に
枇
舎
に
秩
珂

序
を
輿
へ
、
と
れ
を
組
織
づ
け
、
枇
曾
生
活
機
能
を
+
笠
宮
し
む
る
働
曹
を
注
す
も
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
働
き
と

L
て
の
園
樫
晴

行
動
を
政
雰
と
い
ふ
に
外
た
ら
た
ゆ
特
民
経
済
政
策
は
、
一
園
家
共
他
の
政
治
周
関
白
力
に
よ
っ
て
、
経
済
的
諸
開
係
の
確
保
・
愛
何

展
・
創
成
の
た
め
に
註
さ
れ
る
同
一
切
の
方
策
措
置
の
棉
鰹
を
い
ふ
と
定
義
す
る
の
が
背
通
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
の
部
分
政
策
で
あ

ー
鰹
揖
生
活
白
遊
撃
&
融
持
政
策

相
胆
梼
政
策
の
後
遺

/
 

凡
そ
経
済
政
策
は
、
随
行
へ
ら
れ
た
る
経
済
組
織
贈
を
客
観
的
保
件
と
し
、
乙
の
組
織
醐
閣
を
代
表
す
る
、
若
〈
は
と
の
組
織
を
持
つ

期
慢
の
共
同
意
志
を
代
表
す
る
政
策
主
油
田
白
存
在
を
主
観
的
僚
件
と
し
、
終
抽
間
生
所
D
重
暦
的
組
織
を
通
じ
て
行
は
れ
る
も
白
で
あ

る
。
む
れ
を
歴
史
的
に
見
る
に
、
興
引
ら
れ
た
る
経
済
組
織
鵠
は
v

前
週
の
出
品
一
線
開
帽
の
共
同
経
済
・
材
薄
共
同
経
一
消
・
封
建
的
共

同
経
済
・
都
市
経
済
・
岡
氏
経
済
で
あ
り
、
政
策
主
購
は
血
縁
関
関
白
族
長
か
ら
村
落
圏
悼
の
首
長
・
封
建
領
主
・
都
市
の
市
曾
・

第
五
十
四
巻

五
二
、
五

第

五

続

五

〆

e 

， 

身

F 

3) 



五
二
六

る
以
上
、
他
の
部
分
政
策
と
柏
寄
っ
て
、
園
家
共
他
の
圃
慢
白
金
慨
的
強
演
を
究
極
白
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
己
と
は
い
ふ
迄
芭
民e
 

左
い
。
そ
と
で
一
際
此
等
の
定
義
昭
従
っ
て
、
経
済
政
策
の
護
展
を
筒
草
に
跡
づ
砂
て
見
ょ
う
。

v

h

回

一一J

;

M

W

粧
済
政
策
の
歴
史
を
考
~
る
場
合
、
重
商
主
義
四
時
代
ま
で
遡
る

U
が
我
々
の
常
識
で
あ
る
。
近
代
的
園
民
経
済
政
策
の
震
史
的
同u
 

研
究
に
は
そ
れ
で
守
十
分
で
あ
ら
う
が
、
庚
〈
経
済
政
策
白
一
歴
史
の
澗
題
を
山
晶
画
の
研
一
究
課
題
と
す
る
立
揚
か
ら
ほ
、
そ
と
ま
で
遡
る

J

山

の
み
で
は
満
足
せ
ら
拠
な
い
w
帥
ち
例
へ
ば
ミ
ヲ
チ
ャ
1
リ
ザ
ヒ
は
、
都
市
経
済
の
段
階
に
於
て
我
々
は
始
め
て
経
済
砕
策
に
就
て
論

hn
 

-
や
る
む
と
が
出
来
る
と

L
、
そ
の
迎
由
と
し
て
、
己
の
経
済
段
階
に
至
っ
て
我
々
は
幾
多
の
特
殊
経
済
よ
り
成
る
経
済
的
統
一
一
慢
を
時

問
題
占
し
得
る
に
至
っ
た
こ
と
を
串
げ
、

E
れ

を

次

の

如

く

読

〆

明

し

て

ゐ

る

。

出

h
u
 

『
こ
れ
等
白
特
設
相
済
位
、
都
市
摂
理
主
白
存
績
の
た
品
に
晶
一
手
と
ザ
る
字
、
自
生
産
過
程
白
↑
部
門
を
そ
れ
阜
、
札
片
豊
富
し
た
の
で
あ
ふ
。
故
に
山

都
市
審
は
、
相
互
に
依
存
し
主
幾
多
白
部
門
よ
D
成
れ
る
一
白
経
済
的
組
織
悼
と
し
℃
出
現
し
w

主
事
各
部
門
の
協
力

E
っ
て
一
白
統
一
種
川

部
形
成
さ
れ
て
ゐ

E
で
あ
る

e
?の
如
き
協
力
を
可
能
な
ら
じ
品
、

T葉
君
主
た
ら
し
め
る
た
め
に
、

ζ

由
経
済
的
統
一
掛
は
一
主
坤

量

zg五
T
Z
o
Z
E
fと
主
個
々
白
部
門
は
奇
襲
に
比
し
比
較
的
草
壁
富
む
も

D
E
B
t
こ

の

童

話

M~

ほ
寛
大
で
あ
る
@
苦
し
申
央
捜
カ
が
な
け
れ
ば
、
有
款
な
協
力
も
個
々
人
一
四
個
別
的
行
動
に
よ
ず
て
撞
航
さ
れ
る
慮
が
あ
る
。
故
に
常
同
白
任
務
は
、
耐

J

と
由
社
骨
白
脅
す
が
如
き
個
人
或
は
多
数
人
目
勝
手
な
行
動
ば
劃
L
t
、
世
食
の
利
益
を
内
的
に
も
外
的
は
も
保
護
す
る
こ
主
で
あ
る
&
我
々
は
、
鯉

W
2
.

の

抽
問
的
方
面
に
間
一
ず
る
町
〈
の
「
如
き
遺
P
方

正

、

経

済

政

策

の

概

念

の

下

に

包

括

す

る

』

勺

宅

九

出

回

併
し
白
「
ら
、
経
桝
生
活
が
政
治
的
経
済
と
枇
合
的
経
憐
と
よ
り
成
り
、
車
縁
的
共
同
経
済
よ
り
近
代
的
園
民
経
済
に
至
る
ま
で
、
帆
一
川'
3
 

お
の
引
用
文
に
見
ゆ
る
統
戸
憶
と
L
て
、
具
惜
的
危
姿
を
と
っ
て
継
起
し
た
〈
と
を
振
返
る
た
ら
ば
、
之
の
一
統
一
極
印
ち
個
別
経
済
仙
Q

…
e
l
 

酬
を
包
含
し
て
市
も
こ
れ
を
超
越
せ
る
高
吠
の
経
済
主
槌
む
維
持
・
蛮
展
主
目
標
と
し
て
、
何
ら
が
の
経
済
政
策
が
行
は
れ
た
で
あ
ら
帥
制

う
と
と
が
強
想
さ
れ
る
。
例
刊
ば
血
縁
園
憶
に
於
て
は
も

E
れ
を
構
成
す
る
各
人
は
共
同
生
活
の
維
持
・
凌
展
の
た
め
に
共
働
す
4

M

Z

き
で
あ
り
、
そ
の
行
動
は
慣
習
に
一
従

d
t規
律
せ
ら
れ
、
と
れ
に
従
拡
ざ
る
も
の
に
拡
激

ιい
制
裁
が
相
へ
ら
れ
た
が
、
互
の
共
働

経
済
生
活
町
議
撞
と
趨
情
政
嬢

4 

叶

川

傍
五
十
回
毎

第
五
塀

五

γ 

電
/ 

4) 



¥ 

の
強
制
の
う
ち
昨
脱
出
町
た
が
ら
経
済
政
策
目
別
穿
が
存
し
た
。
か
か
る
血
縁
前
共
同
慢
が
鍵
質
し
て
、
藤
長
と
、
一
般
構
成
員
と
の
問

に
身
分
的
懸
隔
が
生
や
る
や
、
前
者
化
針
ず
る
後
者
の
奉
仕
を
強
制
す
る
意
味
で
の
経
済
政
策
が
と
れ
に
加
は
る
に
至
っ
た
。
村
落

共
闘
関
一
陀
於
T
J
n同
様
で
あ
る
が
‘
そ
れ
ほ
封
建
的
粧
済
的
段
階
に
入
る
に
及
ん
で
更
に
明
確
と
た
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
は
-
面
に

於
て
、
会
岡
氏
経
済
が
王
侯
を
中
心
と
す
る
-
私
自
に
分
解
し
て
成
れ
る
経
済
組
織
慢
で
あ
右
が
、
他
山
一
一
重
要
た
る
一
聞
に
於
て
、
封

建
領
主
中
心
の
或
は
封
建
領
主
自
身
由
経
桝
組
織
憶
で
あ
っ
た
。
邸
ゆ
り
領
主
は
か
か
る
組
織
慢
の
単
た
る
代
表
者
で
は
た
4
、
主
人

d

で
る
っ
て
、
と
れ
を
構
成
す
る
抽
個
別
経
済
忙
針
L
て
絶
犬
法
る
棺
力
を
以
一
て
臨
ん
だ
。
ヒ
白
梅
力
D
下
に
、
個
別
経
摘
は
共
同
生
活

の
維
持
・
設
展
の
た
め
、
或
は
領
主
白
官
誌
の
た
め
に
協
力
を
要
請
せ
ら
れ
た
白
で
あ
j

る
が
、
そ
の
協
力
は
寧
る
奉
仕
と
略
ぶ
の
が

遁
賞
で
あ
ら
う
ロ
而
じ
て
と
の
協
力
を
可
能
院
し
有
数
段
ち

L
む
る
た
め
陀
、
或
は
漉
濃
・
運
送
等
白
施
設
を
行
ひ
、
或
は
窮
民
の

褒
生
を
防
止
す
る
等
り
事
が
行
は
れ
だ
が
円
注
意
す
べ
き
は
、
己
の
組
織
白
下
に
於
て
、
J

交
換
の
設
建
を
契
機
と
し
て
一
粧
一
曾
的
経
済

が
進
歩

L
て
、
と
の
樫
福
岡
係
に
繋
あ
個
別
経
桝
の
相
互
助
力
の
関
係
を
如
何
陀
協
力
の
聞
係
べ
に
ま
で
高
一
め
zv
か
と
い
ふ
己
と
を
目

的
止
す
る
鰹
掛
政
策
が
活
滋
に
行
ば
れ
る
に
至
っ
た
と
と
で
あ
る
。
己
れ
を
西
献
の
例
に
就
吉
見
る
に
、
農
奴
を
解
放
し
て
分
益
小

作
人
と

L
、
ま
意
義
納
叉
喜
納
地
世
代
へ
、
き
閉
経
済
施
設
も
取
上
げ
て
持
樺
料
収
入
白
増
加
吃
岡
り
し
が
宮
そ
れ

で
あ
っ
て
ν

、
都
市
民
自
治
構
を
附
興
し
た
白
一
も
、
貨
は
そ
白
一
回
陀
於
て
、
貨
幣
経
済
の
殻
遣
に
持
っ
て
撞
頭
せ
る
商
工
階
級
を
、

封
建
祉
曾
の
維
持
の
た
め
化
協
力
せ
し
め
ん
正
す
る
蛍
聞
か
ら
出
た
も
の
比
外
紅
白
訟
い
。
方
も
政
策
会
館
が
瓶
ね
財
政
政
策
の
性

〈
質
を
品
情
ぴ
、
ま
た
各
個
別
粧
出
聞
を
主
?
と
じ
で
領
主
に
直
接
陀
奉
仕
せ
し
め
ん
と
す
る
政
策
難
度
が
依
然
と
し
て
捨
て
ら
れ
廷
か
っ
た

J 

己
と
は
い
ふ
迄
も
左
い
。

以
主
要
ず
る
陀
、
原
始

vm線
共
同
粧
品
開
上
り
封
建
経
済
に
至
高
段
階
に
於
て
は
、
経
済
生
活
は
主
と

L
て
貰
接
に
オ
地
の
生
産
に

粧
品
開
一
生
活
?
単
車
建
よ
税
措
酔
n

暁

策

第

五

十

四

巻

五

一

一

七

第
五
掛

五

~" 

L
〕

}

一

も

「



、

， 
ぜ

艇
油
田
生
活
白
設
建
k
経
済
政
策

億
五
十
四
巻

五
二
八

第
五
挽

E 
四

. 

依
存
し
、
個
別
経
済
は
大
憶
に
於
で
夫
々
自
給
自
足
の
生
請
を
笹
ん
だ
。
か
か
る
欣
態
白
下
に
於

τは
、
各
経
済
組
織
慌
の
組
織
の

貰
心
は
、
並
列
的
組
織
上
り
も
寧
ろ
霊
屠
的
組
織
に
存
し
た
白
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
行
潟
が
主
と
し
て
公
法
制
に
規
律
せ
ら

れ
た
白
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
経
済
政
策
は
、
か
か
る
経
済
組
総
糧
白
一
維
持
・
致
展
匂
た
め
に
す
る
協
力
若
く
は
奉
仕
べ
の

強
制
、
乃
至
は
そ
白
蓮
背
に
封
す
る
禁
制
と
し
て
現
は
れ
る
O
が
普
通
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
ぺ
経
済
生
活
関
係
が
自
ら
協
力
又

f 

n 

は
奉
仕
D
閥
係
と
保
護
・
給
養
の
閥
係
と
か
ら
成
主
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
個
別
経
済
の
相
互
助
力
の
関
係
主
如
何
に
協
方
の

闘
係
に
高
め
る
か
と
い
ム
が
如
き
政
策
を
行
ふ
必
要
と
犠
地
と
に
乏
し
く
、
右
白
強
制
及
び
禁
制
が
強
く
表
面
に
現
は
れ
て
ゐ
た
の

で
あ
る
。
と
し
れ
卸
ち
か
か
る
段
階
に
於
て
、
経
済
政
策
が
取
立
て

τ論
議
せ
ら
れ
な
い
所
以
で
あ
る
P

尤
も
最
後
の
封
建
的
経
済
の

f
段
階
に
於
て
は
バ
枇
曾
的
経
済
の
進
歩
に
伴
ヲ
て
、
経
済
政
策
を
行
ム
必
要
と
徐
地
と
が
増
大
し
た
こ
と
は
上
述
の
如
〈
廿
あ
っ

て
、
殊
に
西
欧
諸
圃
に
於
て
は
、
己
の
組
織
白
下
に
所
謂
市
民
的
枇
舎
構
成
鰻
た
る
都
市
が
一
個
の
粧
品
何
組
織
暢
と
し
て
狗
立
す
る

と
共
に
、
周
聞
の
農
村
を
も
含
め
て
都
市
経
済
を
構
成
L
、
狗
自
白
経
済
政
策
を
行
っ
た
も
の
で
め
る
。

.
、
、

と
の
都
市
経
済
に
於
て
は
、
個
別
経
済
聞
に
庚
く
分
業
が
行
は
れ
、
経
済
生
活
に
於
け
る
並
列
的
組
織
白
比
重
が
著
し
く
増
大
し

た
と
己
る
か
ら
、
己
凸
相
互
助
力
。
関
係
を
如
何
に
協
力
の
閥
係
に
ま
で
高
め
る
か
に
就
て
、
市
舎
を
政
策
主
檀
と
し
て
活
趨
に
経

済
政
策
が
行
は
れ
た
が
、
そ
白
ヂ
内
容
は
大
憶
に
於
て
、
都
市
経
滑
り
自
給
自
足
を
維
持
v
し
、
及
び
各
個
別
粧
済
に
針
す
る
生
活
白
保

障
乃
至
そ
白
共
存
共
柴
を
困
る
己
と
を
目
的
と
す
る
も
白
に
大
別
せ
ら
れ
.
官
時
の
基
督
教
の
数
設
に
出
づ
る
有
機
器
的
完
全
枇
舎

の
理
想
白
寅
現
を
目
標
と
し
て
行
は
れ
た
。
従
っ
て
そ
己
に
は
一
の
経
済
政
策
鰻
系
一
が
成
立
し
た
。
併
し
乍
ら
と
の
都
市
粧
品
問
の

F

Ehて
見
ら
れ
た
商
業
白
後
遺
に
守
山
枇
曾
的
経
済
同
盟
仲
の
食
品
運
並
区
そ
の
範
閣
の
掠
大
と
共
に
、
都
市
忙
よ
る
一
経
済
岡
山
統
制
は
無

晴
海
註
む
の
と
な
り
J

、
同
時
比
都
市
経
済
と
並
ぴ
存
す
る
封
建
領
主
に
よ
る
園
土

ρ分
離
統
治
政
、
経
済
的
↑
裂
濯
に
と
っ
て
大
た
る
、

P与



、

/
d
 

障
碍
と
な
る
に
至
っ
た
ロ
己
の
経
済
自
穏
に
内
在
す
る
要
求
と
、
他
方
に
於
け
る
政
治
的
・
軍
事
的
要
求
と
は
相
寄
っ
て
、
よ
り
大

な
る
経
持
組
織
韓
の
成
立
を
促
し
、

E
と
に
国
王
を
中
心
と
し
、
民
族
的
統
一
に
基
礎
を
置
く
近
代
国
家
。
誕
生
を
見
、
近
代
的
園

民
経
済
が
成
立
し
た
。
己
の
近
代
圏
点
載
が
宥
園
強
兵
を
目
標
と
し
て
、

-
P
J
カ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム

D
名
に
総
括
せ
ら
る
る
諸
百
の
経
済
一

政
策
を
行
っ
た
己
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
白
具
穂
的
内
容
に
就
て
は
説
明
を
省
略
す
る
が
、
一
官
官
べ
き
は
、
己
白
政
策

が
領
主
経
済
政
策
及
び
都
市
経
済
政
策
を
線
承
し
撲
大
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
己
γ
乙
で
あ
る
。
ノ
前
者
を
継
承
せ
る
結
は
、
そ
れ
が
専
制

的
で
あ
り
、
全
智
主
義
由
一
面
を
古
川
し
乍
ら
園
王
ず
心
主
義
で
あ
っ
た
と
と
る
に
見
ら
れ
る
。
後
者
を
維
承
せ
る
結
時
品
、
先
づ
自
給

自
足
目
的
並
に
と
品
を
遂
行
す
る
た
め
の
諸
方
策
が
雨
者
に
於
て
殆
E
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
、

+
1
1
モ
の
思
想
的
根
揚
に
於
て
剛
者

と
も
個
人
利
益
よ
り
も
等
る
金
値
利
経
を
重
ん
ヒ
た
と
己
る
に
見
ら
れ
る
。

右
も
中
世
白
金
閤
主
義
的
祉
合
観
止
近
世
の
る
れ
正
の
同
に
は
、
既
に
丈
誕
復
興
・
宗
教
改
草
を
経
て
ゐ
る
だ
け
に
著
し
い
一
相
違

が
あ
り
、
邸
ち
後
者
に
於
て
は
圃
家
会
韓
む
う
ち
に
於
砂
る
個
人
の
自
由
を
隼
重
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
従
っ
て
後
者
は
個
人
の

自
由
た
る
経
済
活
動
の
袈
展
、
換
言
す
れ
ば
枇
曾
的
経
済
生
活
部
面
白
裂
燥
を
助
成
す
る
締
岡
地
と
な
り
、
そ
の
強
展
は
や
が
て
専
制

主
義
を
樫
桔
冶
感
じ
、
英
園
の
名
替
革
命
・
米
圃
の
濁
立
戦
争
・
悌
蘭
大
革
命
た
ど
を
経
て
、
園
同
月
経
済
は
自
由
経
済
の
段
階
に
入

、
る
と
と
と
た
っ
た
。
か
く
て
自
由
放
任
の
経
済
政
策
が
行
は
れ
る
と
と
に
怠
っ
た

ρで
あ
る
が
、
一
言
す
べ
き
は
、
そ
れ
は
一
見
政

策
の
否
認
と
考
へ
ら
れ
る
け
れ

E
も
、
寅
は
さ
う
で
は
友
て
て
、
積
極
的
な
政
策
を
行
は
ざ
る
己
と
を
以
て
政
策
と
し
た
も
の
で
あ

る
己
と
之
れ
で
J

あ
る
。
即
ち
自
由
放
任
と
い
ム
乙
と
は
、
国
家
が
積
極
的
友
経
消
政
策
を
行
ふ
己
と
を
極
力
悶
越

L
た
と
い
品
に
止

ま
れ
少
、
そ
れ
は
経
持
政
策
が
存
し
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
と
は
別
個
D
事

柄

な

白

で

あ

る

。

、

要
す
る
に
、
都
市
経
済
白
段
階
以
来
、
一
経
済
生
活
に
於
け
る
重
居
的
組
織
と
並
列
的
組
織
ξ
白
比
重
は
吠
第
院
後
者
に
傾
童
、
己

第

瓦

十

四

巻

傭

五

識

極
構
生
活
自
費
建
と
経
済
政
策

五
二
九

ch. 

3五

E三

‘ 
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〆
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首

fメ
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経

済

生

活

白

費

遺

且

鯉

済

政

策

第

五

庁

四

巻

れ
に
雁
巴
て
経
済
政
策
に
於
け
る
金
蝿
主
義
的
立
場
位
攻
第
に
背
景
に
退
い
て
、
個
別
経
済
の
利
益
D
l増
進
乃
至
は
個
別
経
情
聞
の

利
害
白
調
和
と
い
ふ
己
色
忙
攻
第
陀
貫
黙
が
置
か
れ
Z
己
と
と
左
っ
た
。
而
し
て
最
後
の
問
・
問
主
義
経
済
政
策
の
下
陀
於
け
る
階
扱

間
並
に
園
家
関
心
利
害
関
係
が
攻
第
に
紛
糾
す
る

K
及
び
、
更
陀
新
売
を
る
経
済
政
策
調
想
が
掲
げ
ら
れ
、
新
党
友
る
経
済
政
策
が

行
は
れ
ん
と
す
る
は
至
っ
た
の
で
あ
る
。

豆=一

O

第
五
懐

王
穴

三
経
済
接
達
に
於
け
る
経
済
政
策
の
意
味

¥ 

以
上
陀
於
て
経
済
生
活
及
び
経
済
政
策
白
費
遣
を
概
観
し
た
に
J

以
下
そ
り
経
済
政
策
が
粧
済
生
活
全
憶
の
褒
還
に
於
て
如
何
法
る

意
味
を
持
っ
た
か
を
遁
べ
よ
う
。

第
一
に
感
ぞ
べ
き
は
、
所
謂
枇
合
的
経
情
の
褒
展
巨
伴
っ

τ、
経
済
生
活
に
於
て
経
済
政
策
白
占
む
る
地
位
乃
至
軍
要
性
が
弐
第

に
増
大
し
た
己
と
で
あ
る
。
先
虻
私
は
河
岡
崎
陣
士
に
従
っ
て
、
一
般
に
政
策
と
は
枇
舎
に
桜
序
を
輿
へ
、
己
れ
を
組
織
づ
砂
、
粧
台

生
活
機
能
を
十
分
た
ら
じ
h
u
z
働
苦
を
詮
ず
色
白
で
あ
る
と
述
べ
た
a

而
し
で
か

rhる
意
志
荷
動
は
先
づ
輿
〈
ち
れ
党
組
織
の
制
度

化
に
始
ま
る
が
、
と
の
事
ほ
上
古
以
窪
打
ほ
れ
た
と
己
ろ
で
あ
っ
て
、
邸
ち
鰹
桝
生
活
の
買
屠
的
部
商
』
札
一
せ
毛
並
列
的
部
商
に
せ

よ
、
共
同
開
檀
白
維
持
・
稜
展
白
た
貯
に
生
活
慣
習
D
制
度
化
が
行
は
れ
、
こ
れ
に
違
背
す
る
者
を
厳
に
鹿
罰
す
る
方
法
が
用
ひ
ら

れ
た
。
併
し
動
車
一
粧
台
以
前
、
ー
郎
ち
個
別
経
済
が
土
地
に
依
携
し
て
概
ね
自
給
自
足
。
生
活
を
借
み
、
交
演
の
脇
田
遣
に
伶
ふ
祉
舎
附

経
済
生
滑
部
商
が
経
済
生
荷
に
於
て
未
だ
重
要
在
地
位
を
占
め
争
、
重
要
な
る
は
寧
ろ
政
治
的
経
拘
生
一
楕
部
商
で
あ
っ
た
時
代
K
於

て
は
、
個
別
経
情
相
互
聞
の
助
カ
開
係
を
、
政
策
中
帽
の
立
場
か
九
紫
識
的
陀
協
カ
の
関
係
に
ま
で
高
め
る
必
要
k
飴
地
ム
」
陀
乏
し

か
っ
た
。



e 

然
J

る
に
そ
の
下
に
於

τ変
換
経
済
が
進
歩
し
、
更
に
流
通
経
済
に
ま
で
護
展
す
石
と
、
戸
経
務
生
活
は
種
々
の
重
要
注
影
響
を
蒙
っ

た
。
的
ち
変
換
闘
係
は
橋
カ
服
従
の
関
係
主
異
り
、
個
別
経
済
白
恋
意
K
従
っ
て
結
ぼ
れ
る
も
白
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
砂
部
併
生
活

忙
於
砂
忍
重
屠
的
組
憾
の
重
要
性
ほ
相
針
的
に
減
じ
た
。
ま
た
流
通
経
済
が
帯
戸
建
L
て
、
貨
幣
の
流
れ
、
商
品
の
流
れ
、
雨
者
の
比
、

率
関
係
で
あ
る
物
償
等
の
個
ん
の
意
志
か
ら
一
滴
立
し
た
現
象
が
生
や
る
と
、
個
別
経
済
の
意
志
盛
す
ち
も
此
等
の
無
意
識
的
在
運
動

の
制
約
を
受
け
る
と
と
に
た
っ
た
。
更
に
経
済
交
通
の
範
囲
は
横
大
し
て
、
風
ぺ
へ
ち
れ
た
経
済
組
織
憶
を
渇
か
に
超
脱
す
る
と
と
k

怠
っ
た
。
か
か
る
事
柄
は
要
ず
る
に
‘
経
済
組
織
績
に
糾
明
す
る
個
別
鰹
消
の
協
力
が
、
意
識
的
よ
伊
無
意
識
的
A
Jど
費
化

L
克
己
と
を

意
味
ず
る
。
他
方
に
於
で
粧
桝
組
織
揮
は
摘
大
し
長
問
吠
の
も
の
と
左
り
、
特
陀
封
建
経
済
・
近
代
的
圏
一
民
経
済
氏
於
て
は
、
相
互
医

J
丸

掲

・

ョ

一

I

J

ノ

富
強
を
競
ム
必
要
が
愈
A

犬
と
怒
っ
た
。
か

f
て
粧
品
問
組
織
の
車
在
る
制
度
化
の
み
で
は
足
ら
宇
も
積
樹
的
陀
耐
世
抽
間
関
係
の
践
保
・

稜
展
・
創
成
の
た
め
比
す
る
経
桝
政
策
の
重
要
性
が
得
々
増
大

ιた
の
で
あ
る
。
ミ
ヲ
チ
キ
1
叫
亡
芭
が
都
市
経
済
の
段
階
陀
入
り
で

始
め
で
経
済
政
策
に
就
て
論
や
Z
E
と
が
出
来
る
と
遁
ベ
で
ゐ
為
の
は
、
か
く
し
て
犬
閣
に
於
て
首
肯
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
曲
事
ぐ
ー
へ
音
は
、
一
つ
由
経
済
時
代
或
は
段
階
に
於
け
る
経
桝
政
策
の
機
能
が
7
助
成
的
機
能
と
抑
制
的
機
能
圭
を
持
っ
た

E
と
で
あ
る
o

助
成
的
燐
能
と
は
経
済
の
自
然
的
護
濯
を
助
け
る
と
と
そ
指
し
苅
抑
制
的
機
能
と
は
そ
の
津
で
あ
る
。
か
か
る
機
能

は
勿
論
組
織
の
車
た
亙
制
度
化
に
於
て
も
見
ら
れ
た
が
、
併
し
積
極
的
危
政
策
陀
島
づ
で
は
事

A
矯
的
要
素
が
強
い
だ
け
そ
れ
だ
砂

そ
の
機
能
は
目
立
っ
た
。
例
へ
ば
都
市
経
済
に
於
け
る
ギ
ル
ド
を
語
巳
て
の
経
済
繁
崎
市
策
限
、
初
め
は
所
期
の
機
能
を
稜
揮
し
た

‘
が
、
後
に
は
商
工
業
白
張
遣
を
抑
制
ず
る
も
の
と
L
r作
用
し
た
。
全
般
的
忙
都
市
経
椅
に
於
け
る
白
給
問
足
の
た
め
の
持
方
策

一
位
、
商
業
費
建
D
前
に
は
維
持
せ
ら
れ
左
く
た
り
、
諸
都
市
は
政
策
白
形
式
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
も
、
そ
の
賓
質
を
縫
じ
て
寧
ろ
商

業
都
市
と
し
て
の
繁
幾
に
努
力
し
た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
と
と
と
た
っ
た
。
例
へ
ば
そ
の
通
路
強
制
を
初
め
は
経
済
圏
内
の
住
民
忙
そ
の

極

構

生

活

即

時

宜

建

と

経

済

政

策

俸

五

十

回

毎

第

五

貌

， 

も 建策

‘ 主
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可

j 

も

経
簡
単
活
の
遊
撞
と
髄
済
政
策

必
要
品
を
確
保
す
る
目
的
で
費
動
し
た
が
、
商
業
都
市
に
費
十
る
に
及
び
、
商
取
引
を
促
進
す
る
目
的
に
と
れ
を
時
用
し
た
。
ま
た

例
へ
ば
近
代
園
家
は
、
そ
。
成
立
営
一
初
に
於
て
経
済
白
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
保
護
助
成
白
政
策
を
行
っ
た
が
、
そ
の
殺
呆
が
暴
が
る
に

、、

及
ん
で
‘
ぞ
れ
は
経
済
の
よ
り
以
上
白
護
遠
の
た
め
に
極
措
と
化
じ
、
た
め
J

に
悌
蘭
西
で
は
費
本
家
的
殻
展
が
却
っ
て
阻
害
せ
ら

れ
、
英
国
で
は
自
由
経
消
へ
の
惑
か
左
る
輔
換
が
行
は
れ
た
。
自
由
経
済
が
自
由
放
任
政
策
下
白
経
哨
円
で
あ
っ
た
己
と
は
前
に
一
言

第
五
十
四
巻

五
コ

事
五
韓

五

!入

〆

， 

し
品
川
が
、
か
か
る
政
策
が
↓
臆
助
成
的
機
能
を
強
揮
し
た
後
に
、
新
た
に
統
制
を
要
求
す
る
欣
態
が
現
出
す
る
に
至
守
た
己
と
は
と
も

こ

に

蓮

ペ

る

ま

で

も

詮

い

合

一

{

¥

か
や
う
に
向
一
政
策
は
、
そ
れ
が
要
望
引
ら
れ
た
初
期
に
於
て
は
、
経
済
の
自
然
的
妥
濯
に
掛
し
で
助
成
的
機
簡
を
稜
揮
し
た
が
、

失
第
に
そ
の
議
濯
が
こ
料
を
束
縛
と
感
十
る
に
至
っ
た
と
い
ふ
白
が
、
多
く
の
揚
ム
ロ
に
於
て
見
ら
れ
た
傾
向
で
あ
る
。
勿
論
経
済
政
三

策
は
刻
々
の
経
消
情
勢
。
鑓
化
に
臆
じ
て
そ
の
内
容
に
鑓
更
が
加
へ
ら
れ
た
。
併
し
結
局
モ
白
関
白
矛
盾
は
避
け
得
ら
れ
た
か
っ

た
。
む
の
鮪
は
封
建
枇
曾
白
経
済
政
策
を
見
れ
ば
最
も
明
か
で
あ
る
。
而
し
で
そ
れ
は
根
本
に
於
て
、
奥
へ
ら
れ
た
経
済
組
織
躍
を

維
持
し
安
定
せ
ん
と
す
る
努
力
会
一
経
済
の
自
然
的
議
遣
と
白
矛
盾
に
基
〈
事
柄
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
的
努
力
が
そ
D
助
成
的

機
能
を
強
揮
し
得
左
〈
友
っ
た
時
は
所
謂
鑓
革
期
で
あ
ザ
、
経
一
橋
政
策
の
新
た
た
る
展
開
が
要
請
せ
ら
れ
る
時
で
あ
る
σ

J
J

第
三
は
、
か
く
し
て
新
段
階
・
新
時
代
に
移
っ
た
経
済
組
織
躍
に
於
け
る
経
済
政
策
も
、
買
は
前
段
階
白
経
済
政
策
を
継
承
し
損

大
ぜ
る
も
-DK外
注
ら
注
か
っ
た
己
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
具
岨
間
的
友
事
例
は
、
近
代
的
国
民
経
済
成
立
営
一
初
の
経
桝
政
策
に
於
て
見

ら
れ
た
。
而

L
て
そ
の
こ
と
は
ザ
経
済
の
褒
遠
が
飛
図
的
主
も
白
で
た
い
こ
と
と
照
憶
す
る
省
総
む
事
柄
で
あ
っ
て
、
邸
ち
経
済
政

策
も
ま
た
、

λ
策
的
・
意
識
的
左
も
自
で
あ
り
た
が
ら
、
飛
躍
す
る
一
ζ

と
を
許
さ
れ
た
か
っ
た
む
で
あ
る
。

J

e

右
@
二
A
A
(

白
鞘
に
関
聯
し
て
、
最
後
に
皐
ぐ
べ
昔
は
、
経
崎
町
政
策
が
経
済
の
自
然
的
褒
達
、
換
言
す
れ
ば
経
済
の
自
律
性
に
順
臆

J 、

J 



し
て
行
は
れ
た
と
と
で
あ
る
。
凡
そ
経
済
現
象
は
他
の
文
化
現
象
に
比
し
て
九
量
現
象
と
し
て
現
は
れ
、
大
震
現
象
と
し
て
の
経
済

現
象
は
無
意
識
的
且
つ
無
意
欲
的
で
あ
る
。
併
し
己
れ
を
具
櫨
的
危
姿
に
於
て
見
る
揚
合
、
モ
ヒ
陀
重
居
的
組
織
を
通
じ
て
何
ら
か

の
形
の
経
済
政
策
が
行
は
れ
た
か
っ
た
経
済
段
階
或
は
経
済
時
代
の
一
泣
い
己
と
に
恕
到
す
る
左
ら
ば
、
と
の
大
量
現
象
た
る
経
済
現

象
も
、
賓
は
そ
の
う
ち

ι意
識
的
危
或
は
意
志
活
動
と
し
て
の
経
済
政
策
が
織
込
ま
れ
て
ゐ
た
と
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
経
済
生
活
の
褒
建
は
、
自
律
的
'
合
法
則
的
た
闘
係
と
、
意
識
的
・
意
志
的
た
経
済
政
策
と
白
綜
合
に
於
て
行
は
れ
た
D
で

〆
/

あ
る
白

¥、

然
ら
ば
己
白
綜
合
は
何
を
媒
介
と
し
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
前
者
の
自
律
性
そ
白
・
も
白
で
あ
っ
て
、
卸
ち
経
梢
護
連
'

D
自
律
性
に
順
隠
し
て
経
済
政
策
が
行
は
れ
た
。
例
へ
ば
分
業
の
褒
建
に
磨
巴
て
、
分
識
に
基
て
個
別
経
済

ρ無
意
識
的
た
経
済
組

織
緯
へ
の
協
力
関
係
を
可
能
た
ら
し
め
有
殻
た
ら
し
む
る
が
如
き
経
済
政
策
が
行
は
れ
、
或
は
個
別
経
清
白
自
由
活
動
の
絢
欄
た
る

成
田
市
に
順
臆
し
て
、
自
由
放
任
の
経
済
政
策
が
行
は
れ
た
白
で
あ
る
。
『
か
〈
か
く
の
経
椅
政
策
が
行
は
れ
た
白
は
歴
史
的
必
然
で

あ
る
』
と
菅
沼
に
い
は
れ
る
の
は
己
れ
を
示
す

A
の
で
あ
り
、
別
言
す
れ
ば
、
粧
済
政
策
は
現
存
の
経
済
機
構
を
飛
躍
〆
し
超
越
す
る

己
告
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

， 

併
し
乍
ら
、
経
消
政
策
が
経
済
委
達
。
自
律
慌
に
順
醸
す
る
と
い
ふ
と
と
は
、
必
十
し
も
前
者
が
後
者
に
後
れ
て
進
む
と
い
ム
己

と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
律
性
に
順
癒
し
つ
つ
E
れ
を
リ
ー
ド
ず
る
己
と
も
屡
々
見
ら
れ
た
。
己
の
黙
は
経
済
政
策
が
助

成
的
機
能
を
褒
揮
し
た
揚
合
に
就
て
殆
ど
例
外
在
正
い
ひ
得
る
と
と
る
で
あ
り
、
殊
に
近
代
国
家
の
経
済
政
策
が
、
近
代
的
園
民
経

済
白
成
立
に
如
何
に
重
要
注
役
割
を
演
じ
た
か
は
、
何
人
も
否
定
せ
ざ
る
と
こ
る
で
あ
る
。
か
か
る
事
は
如
何
陀
じ
て
可
能
で
あ
っ

た
か
。
そ
れ
は
経
済
政
策
。
客
慢
蕊
び
主
檀
に
存
ず
る
可
能
性
に
よ
っ
で
で
あ
る
。
客
暗
に
於
廿
る
可
能
性
と
は
一
要
す
る
民
経
済

耀

済

生

活

由

灘

建

と

糎

済

政

策

第

五
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四
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建包

¥ 

纏

済

生

活

白

骨

盤

蓮

在

韓

関

蔵

策

一

第

一

五

十

，

回

巷

の
同
倖
的
務
展
が
我
々
の
意
士
山
如
何
に
よ
っ
て
或
る
稗
度
そ
の
方
向
を
礎
巳
、
或
は
あ

Z
も
の
を
助
成
し
あ
る
も
の
を
抑
制
し
得
る

が
如
曹
性
質
の
も
の
せ
あ
る
己
と
を
指
す
。
而
し
で
か
か
る
司
能
性
は
‘
経
済
生
前
会
醐
聞
に
於
け
る
並
列
的
組
織
聞
も
所
謂
祉
舎
的

経
済
が
相
掛
的
に
そ
ト
の
一
重
要
性
を
増
ず
に
従
つ
で
突
第
に
減
少
し
た
。
か
く
て
経
済
政
策
を
行
ふ
必
要
は
前
述
の
如
く
次
第
に
増
加

五-一一回
a

第
五
棋

大。

し
た
。
併
L
乍
ち
他
方
に
於
て
、
主
観
の
側
忙
於
げ
る
可
能
性
、
邸
ち
政
策
主
樟
比
於
て
表
明
せ
ら
る
る
共
同
意
志
の
存
在
ほ
、
己

れ
に
よ
っ
で
這
も
否
定
せ
ら
れ
字
、
而
も
一
一
個
D
権
力
者
主
逼
C
、
従
っ
て
屡
々
そ
の
部
意
を
伴
つ
で
議
動
じ
た
扶
態
か
ら
、
個
別

抑
制
済
由
意
志
が
共
同
経
済
の
意
士
山
花
吹
第
一
に
多
〈
悲
典
し
、
震
に
共
同
意
志
ど
し
て
遊
勘
ず
る
欣
態
に
進
ん
で
来
た
。

Z
の
事
は
主

憶
の
側
に
於
叫
り
る
可
能
性
白
進
化
環
展
を
示
ず
岸
の
で
あ
り
、
同
時
に
か
か
る
可
能
性
の
比
霊
の
増
大
を
示
す
ν

も
の
で
あ
る
。
か
〈

て
経
補
生
荷
金
曜
の
費
建
に
於
け
る
経
済
政
策
の
軍
要
性
ほ
吠
第
に
増
加
し
た
。

以
上
要
す
石
山
札
、
経
済
生
活
白
金
属
は
、
無
意
識
的
危
犬
景
現
象
と
し
光
学
H
に
ま
で
費
遣
し
衆
切
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ろ
も

に
は
共
同
的
意
志
活
動
と

L
て
の
経
済
政
策
が
織
込
ま
れ
で
ゐ
る
の
で
あ
折
、
而
も
そ
の
必
要
は
次
第
に
増
大
し
、
そ
の
重
要
性
ほ

攻
第
比
増
加
し
売
。
此
等
の
事
柄
は
、
換
言
す
れ
ば
、
共
同
的
意
士
山
白
活
動
の
範
囲
担
増
大
、
質
及
び
量
化
於
貯
る
殻
展
を
意
味
f

J

る
も
D
で
あ
っ
て
、
か
か
る
殻
展
を
促
し
た
経
済
生
活
問
憶
の
護
法
持
特
に
分
業
の
護
連
陀
件
ふ
個
別
経
糟
聞
の
相
互
助
力
の
範
聞

、
の
損
犬
1

1そ
れ
は
会
慣
的
に
も
個
別
的
院
も
経
済
生
荷
白
内
容
が
豊
富
に
危
う
た
己
主
を
意
味
す
る
|
l
?と
共
に
、
経
侍
女
化
益

閣
の
護
措
埠
を
物
語
る
志
の
で
あ
ち
ろ
。
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